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2009 年の初当選以来、４度のマニフェスト選挙により、「開かれた市政」と「持

続可能な地域経営」への転換をめざしてきました。 

マニフェストにおいて公約とした政策の達成状況と評価については、「マニフェスト

レポート」として取りまとめ、公表の上、次なるマニフェストへと反映することで、

短期での目標の必達、中長期スパンでの PDCA サイクルの深化をはかってきました。 

また、マニフェストに示した政策については、総合計画をはじめ予算・組織へと落

とし込みを行うとともに、行政経営重点方針の予算編成前の提示、政策推進レビュー

による実効性の向上など、行政経営の土台の段階的なバージョンアップに努めていき

ました。 

 

短期の目標の必達と中長期の PDCA サイクルの深化  

 

 

マニフェストに示した施策の総合計画等への落とし込み  

 

マニフェストの PDCA サイクルと総合計画との連動 
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行政経営重点方針の提示と展開  

 

 

政策推進フロー  

 
 

  

第１７回マニフェスト大賞  
ローカル・マニフェスト大賞（首長の部） 
最優秀賞 受賞 



- 3 - 
 

 

 

マニフェストの実現に向けた取り組みの考え方に基づき、2021 マニフェストに示

した施策の取組結果（令和６年度分は、実績見込みを含みます。）を自己採点し、以下

のとおり、「マニフェストレポート」としてお示しします。 

 

■マニフェストの取組結果（緑の八策４３の政策の取組結果） 

取 組 結 果 施策数 比 率 

５ マニフェストを完全に実現した １３ ３０.２％ 

４ マニフェストをほぼ実現した ２１ ４８.９％ 

３ 
マニフェストを実現するため、事業を開始し、又は

既存事業を拡大した  
９ ２０.９％ 

２ マニフェストを実現するため、調査・検討を始めた ０  ０.０％ 

１ 未着手 ０  ０.０％ 

合  計 ４３ １００％ 

 

【緑の八策別の取組結果（レーダーチャート）】 
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一策 キラリと輝く

「緑の健都」を創る！

二策 「子ども」の笑

顔と生きる力を育

む！

三策 活力と未来へ

の「次なる一手」を！

四策 安心の「人生

100年時代」に備え

る！

五策 魅力ある市街

地、「都市の拠点性」

を高める！

六策 ここにしかない

「地域力と文化力」を

磨く！

七策 開かれた市政

と「行財政改革」を進

める！

八策 命を守る、「新

型コロナウイルス」に

負けない！

２０２１マニフェストの取組結果のまとめ 

緑の八策４３の政策について、各々の取組結果を点数化（平均点）したものです。 

７９.１％ 
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■マニフェストレポートの見方 

 

<例> 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

●●●● 

 

 

 

 

 

 

 

  

マニフェストに掲げた政策の取組結果を５段階で示しています。 

５ マニフェストを完全に実現した 

４ マニフェストをほぼ実現した 

３ マニフェストを実現するため、事業を開始し、又は既存事業を拡大した 

２ マニフェストを実現するため、調査・検討を始めた 

１ 未着手 

緑の八策のいずれかを表しています。 

マニフェストに掲げた 

４３の政策を表しています。 

取組に関連する主な事業費を示しています。 

この事業費は、以下の合計額となっています。 

➀ 令和３年度～令和５年度の決算額 

➁ 令和６年度の予算額（９月補正予算含む） 

マニフェスト実現のために 

取り組んだ内容を示しています。 
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健康都市大学の開設 

「緑の健都」にふさわしい、市民の新しい学びと交流の場として、「健康都市大

学」を開設します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■WHO（世界保健機関）が提唱する「健康都市」の理念

に賛同する健康都市連合加盟都市として、健康都市政

策の展開をはかり、さらに令和５年７月からは、健康

都市連合日本支部長として、健康都市政策の進展に

寄与するべく、加盟都市相互の交流と協働の支援に努

めています。こうした中、健康を幅広くとらえ、都市全

体での健康づくりを進める「健康都市」の観点から、令

和５年３月に、それまでの「亀山市健康・医療推進計

画」を改め、「亀山市健康まちづくり計画」を策定しまし

た。また、令和５年１０月には、「かめやま健康都市大

学」を創設し、３つの選択コース（健康、食、運動）及び

必須コース（健康都市）の４つのコースでの講座を延べ

４３８名（第一期２１１名、第二期２２７名）の方に受講い

ただくことにより、市民の主体的な健康づくりや健康

都市の考え方の浸透をはかることができました。さら

には、第一期修了生のうち、希望する６４名の方に「健

都サポーター」の登録をいただき、健康都市大学での

学びと実践の成果を生かし、自身の健康への意識を高

め、主体的な健康活動の実践を促進するとともに、地

域での健康活動の拡大に向けた取組を進めることが

できました。 

 

1,188 

  

４３の政策 
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「健都さぷりプロジェクト」の新展開 

「健康づくり＋10」「健康マイレージ」「亀山 QOL 支援事業」等に加え、食によ

る「不老フード」運動など、「健都さぷりプロジェクト」の新展開をはかります。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■第２次総合計画期基本計画の重点プロジェクトに、健

康都市政策を一層推進する「健都さぷり＋」プロジェ

クトを位置付けるとともに、健康都市政策を推進する

部署として、「健康政策課」を設置しました。また、健康

マイレージ事業をリニューアルし、スマートフォンアプリ

を活用した「アプリｄｅウェルネス推進事業」へと進化

させたことにより、令和６年１０月末時点で、延べ  

１，４００人を超える市民の方々に参加いただくなど、

個人が自身の健康意識の向上や健康習慣の見直しに

取り組み、市民の自主的な健康づくり活動を促進する

ことができました。さらに、令和６年２月に亀山市・亀

山商工会議所・全国健康保険協会三重支部の３者で、

市内事業所で働く従業員の健康増進に向けた「亀山市

健康経営普及促進に関する協定」を締結し、健康経営

に取り組む市内事業者に対する支援制度を創設しま

した。このほか、明治安田生命相互会社（R3.9）、大塚

製薬株式会社（R4.5）、中北薬品株式会社（R5.2）と

健康を中心とした包括連携協定を締結し、様々な事業

での連携を進めています。 

 

1,４０１ 
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鈴鹿川源流域の環境の保全･文化の創造 

鈴鹿山系の森林環境と生物多様性を保全し、魅力ある東海自然歩道や亀山７

座トレイルを活かします。また、官民協働で市内の外来種の駆除をはかります。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■鈴鹿川等源流の森林づくり協議会への支援を通じて

自然環境等の保全活動を推進するとともに、森林環境

創造事業により、環境林の整備を進めました。また、亀

山７座を活用したトレッキングイベントを年間約１０回

開催し、本市の豊かな自然に触れていただく機会を創

出しました。一方、令和５年６月には、身近な地域の生

物多様性保全に取り組んでいる多様な主体の活動を

評価し、支援する亀山版ＯＥＣＭ認定制度「かめやま生

物多様性共生区域認定制度」を創設し、現在、９区域を

認定しています。さらに、「亀山里山公園（通称：みちく

さ）」については、市民活動団体や周辺自治会等との

生物多様性保全の活動を継続して実施したことで、こ

れまでの取組が評価され、令和５年１０月に、環境省よ

り「自然共生サイト」の認定を受けることができまし

た。 

 

8,815 

 

 

全国をリード、埋め立てゴミの再処理と山元還元の継続 

全国に先駆けて取り組んできた、「埋め立てゴミの再処理」と「溶融飛灰の非鉄

金属の回収･再利用」を継続させます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■ごみ処理に伴う環境負荷の軽減をはかるため、総合

環境センターにおけるごみ溶融処理に伴い発生する

溶融飛灰を山元還元方式により再資源化し、最終処分

量ゼロを維持するとともに、最終終処分場に保管され

ている固化飛灰の搬出・処理を進めたほか、災害発生

時の廃棄物処理に伴う大量発生が予測される固化飛

灰の仮保管場所の確保にも努めました。 

 

20,020 
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持続可能なまちづくり「亀山版 SDGs」の確立 

２０３０年を目標とする国際社会の SDGs(持続可能な開発目標)の趣旨に賛

同し、本市独自の持続可能なまちづくりを志向し、SDGs 未来都市を実現しま

す。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■令和４年６月に策定した「第２次総合計画後期基本計

画」において、各施策とＳＤＧｓの関連を整理し、３２の

基本施策ごとに関連するゴールを表示するなど、まち

づくりの施策が目指す方向とＳＤＧｓとの関係性を明

確にしながら、まちづくりを展開しています。また、毎

年度、施策評価により、ＳＤＧｓの推進への寄与状況に

ついて確認しています。このほか、SDGｓのゴールと

の関係を考えながら未来の亀山について話し合うワ

ークショップを開催するなど、SDGｓについて考える

機会の創出をはかりました。 

 

－ 

 

 

家族の絆と三世代交流の重視 

健やかで幸せな暮らしには、個人の健康のみならず家族や地域のつながりが

不可欠であり、家族の絆と世代を超えた交流を重視します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■コロナ禍で地域内交流が停滞したことから、交流の回

復に向けて地域予算制度を見直し、地域活性化支援

事業加算を新たに追加するなど、地域まちづくり協議

会への支援拡充を通じて、三世代の交流や地域におけ

るつながりの確保をはかっています。 

 

－ 
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亀山版ネウボラ、「子育て世代包括支援センター」の拡充 

「亀山版ネウボラ」として、妊娠･出産･育児はもとより学童期･思春期までの切

れ目のない相談･支援をめざし、「子育て世代包括支援センター」を核にかかり

つけ医･保健師･学校などが連携する仕組みにより、母子保健と生育サイクルを

強化します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■子ども政策の円滑かつ効果的な推進のため、組織機

構改革により、令和６年４月から新たに「子ども未来

部」を設置するとともに、母子保健施策と子育て支援

施策を一体的に実施するため、新たに「こども家庭セ

ンター」をスタートさせました。また、「子育て世代包括

支援事業」において、妊娠期から子育て期にわたり切

れ目なく支援を行う伴走型相談支援と、出産応援給付

金及び子育て応援給付金による経済的支援を実施す

るなど、安心して妊娠・出産・子育てができる環境整備

につなげました。 

 

３6,087 
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学校施設の計画的な改修とオンライン教育の充実 

老朽化し更新時期を迎えつつある教育施設の改修、一部残った理科室などの

特別教室への空調整備やトイレの洋式化、避難所となる体育館の電源･空調の

整備などを計画的に進めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■亀山東小学校体育館屋根の全面改修など、施設の老

朽度合に応じて、順次修繕等を実施するとともに、各

学校施設の劣化状況を調査し、中長期にわたる保全

管理型の学校施設環境整備等にかかる基本的な方針

等を取りまとめた「亀山市学校施設等長寿命化計画」

を策定しました。一方、市内の全小・中学校において、

児童・生徒１人１台のタブレット端末の活用やセキュリ

ティ環境の強化など、ＩＣＴを活用した学びの環境整備

を進め、わかりやすい授業の実施や家庭での学習な

ど、個別最適な子どもたちの学びの保証につなげるこ

とができました。 

 

49,397 

 

 

認定こども園の整備、保育園･幼稚園の再編･改修 

0‐2 歳の保育ニーズの高まりに応えるため、短期的には待機児童対策として

保育室の改修･増築を急ぐとともに、中長期的な視点から就学前教育･保育施

設の再編ならびに認定子ども園の整備を進めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■待機児童の解消を目指し、「就学前教育・保育施設の

再編方針」に基づき、和田保育園において保育室を増

設し、保育ニーズの高い低年齢児（０～２歳児）の受入

規模を拡大しました。また、新たな社会状況、国の施策

や就学前教育・保育のニーズの変化に対応した施設の

再編を進めるため、再編方針の見直しを行い、令和６

年度には、民間保育所・幼稚園の認定こども園化に対

する財政的支援を通じて、保育ニーズの受入機能の確

保をはかり、待機児童の解消に寄与しました。 

 

44,751 
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不登校児童生徒のサポートの強化 

適応指導教室やオンライン教育の充実とともに、不登校児童生徒を支える団

体への支援などにより、不登校児童生徒と家庭のサポートを強化します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■誰も取り残さない学びの確保をはかるため、ＮＰＯ法

人との連携や各小・中学校の校内に「教育支援センタ

ー」の設置、図書館でのサークルルームの開設など、学

校への行きづらさを感じる児童生徒の居場所の充実

をはかるとともに、学びの保証や相談などを行う体制

を整備しました。 

 

4,901 

 

 

きめ細やかな給食の実施 

きめ細やかな小学校･中学校の給食に向け、現在進められている教育委員会

の検討を踏まえ、その環境を整えます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■亀山中学校及び中部中学校におけるデリバリー給食

を継続するとともに、これら中学校２校における外部

調理委託による食缶搬入方式での全員喫食制給食の

令和８年度からの実施に向け、給食受け入れ環境の整

備に着手しました。 

 

19,900 
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三重国体を契機、ジュニア･スポーツの活性化 

三重国体･東京オリパラを契機として、ジュニアスポーツの機運を促進させる

とともに、スポーツ･文化芸術の分野で飛躍を志す青少年に対する応援制度を

創設します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■全国大会等のスポーツ大会への出場者に対する激励

金の支給に加え、全国大会に出場する小・中学生延べ

１７５名に全国大会出場旅費補助金を交付し、ジュニ

アスポーツの振興と保護者等の経済的負担の軽減を

はかりました。また、名阪工業団地第三公園を活用

し、東京五輪で正式種目となったスケートボード等の

アーバンスポーツができる環境を整備したほか、令和

６年度開催の「かめやま文化年２０２４」を通じて、子ど

もたちが優れた文化芸術に触れる機会を確保しまし

た。 

 

1,586 
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新たな産業団地と工業用水の確保 

亀山･関テクノヒルズ等への企業誘致を進めるとともに、次なる活力の受け皿

となる新たな産業団地と工業用水を確保します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■産業振興奨励制度を活用し、亀山・関テクノヒルズへ

の企業誘致を進めたことにより、令和元年度以降に車

載部品製造や金属等加工、設備製造、ガス製造、寝具

等リース、食料品、物流など、多様な業態の企業１２社

が操業を開始されており、多様な産業の集積がはから

れたほか、企業立地の促進により、将来の設備投資及

び新規雇用の創出につなげることができました。ま

た、新たな産業団地の開発については、工業用水の安

定供給も含め、関係企業や関係部署と検討を行ってい

ます。 

 

25,635 
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三重の玄関口、「リニア庭園都市構想」の推進 

未来を見すえ、リニア中央新幹線の開通を視野に入れた、「うましくに三重」の

玄関口にふさわしい「リニア･ガーデンシティ (庭園都市)構想」を進めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■官民一体となってリニア中央新幹線の早期実現と市

内停車駅誘致活動を進めるとともに、「リニア駅を生

かしたまちづくりに関する可能性調査」の実施や、県

が策定する「みえリニア戦略プラン（仮称）」の策定作業

に参画し検討を進めています。一方、令和４年１１月

に、「リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会」に

おいて、リニア中央新幹線の県内駅候補地を亀山市内

とすることが決議され、現在、ＪＲ東海において、環境

影響評価への着手となる、概略ルートの絞り込みや概

略駅位置選定の検討を開始するためのボーリング調

査が市内でも行われ、名古屋・大阪間の取り組みも着

実に進められています。また、リニア駅周辺の整備に

向けた財源確保をはかるため、計画的に「リニア中央

新幹線亀山駅整備基金」の積立てを行っています。 

 

20,781 

 

鈴亀道路と R306 川崎バイパス等の整備促進 

鈴鹿亀山道路の IC 設置、R1 関バイパス･R306 川崎バイパスなどの幹線道

路の整備促進に向け、引き続き国･県へ働きかけます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■鈴鹿亀山道路については、住民参加による計画づくり

や、官民が連携した要望活動等、様々な取り組みを行

ったことにより、令和４年４月に新規事業化が決定し

ました。また、鈴鹿亀山道路と当該路線と関連する国

道３０６号川崎庄内バイパスの早期整備に向け、三重

県等と連携し国等へ継続した要望を行うとともに、整

備促進に向け県へ本市職員を派遣するなどの取組を

行うことで、設計や用地測量等の業務が円滑に実施さ

れています。さらには、国道１号関バイパス等の道路ネ

ットワーク整備についても、国等へ早期着手に向けた

要望を行いました。 

 

130 
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新しい観光スタイル、物産･サービスの創出 

キャンプや農村民泊などのグリーン･ツーリズム、トレイルラン･自転車などア

ウトドアの新しい観光スタイル、魅力ある物産･サービスを創出します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■亀山７座トレイルをはじめ、本市が有する豊かな自然

資源を生かした観光政策を推進するとともに、石水渓

キャンプ場において、冬場のキャンプニーズに対応す

るため、１年間を通して利用可能となるよう環境を整

えました。また、新たな誘客を目指し、国の地域活性化

企業人制度を活用し、本市独自のグリーンツーリズム

の検討を進めています。一方、令和３年度に開始した

亀山ブランドについては、３８品目をブランド認定し、

物産展等に参加するなど、市内外に情報発信を行い、

生産者の生産意欲や販売意欲の向上につなげました。 

 

1,998 

 

 

おいしい農業･稼げる農業の支援 

農業ブランド化プロジェクトを立ち上げ、「楽しい･おいしい･稼げる農業」を展

開します。骨ある若者･今時の農業女子など、こだわりある新規就農者を支援し

ます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■亀山の特産品であるお茶のほか、豚肉を亀山ブランド

として認定し、その魅力を全国に発信しました。また、

持続可能かつ高付加価値な農業を行う経営体を亀山

サスティナブルファーマーとして５事業者を認定し、奨

励金を交付することで、持続的に稼げる農業の展開を

促進するとともに、事業者の経営意欲の喚起と経営安

定化につなげました。 

 

1,822 
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戦略的なシティプロモーションの展開 

「暮らしたい･訪れたい」選ばれるまちへの取り組みとして、首都圏在住の本市

に縁ある移住交流アドバイザーとの連携等により、より戦略的で魅力的なシテ

ィプロモーションを展開します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■ホームページやＳＮＳを活用し、市民の声や暮らしの様

子など、共感性の高い情報発信を行うとともに、移

住・交流促進アドバイザーと連携し、様々な機会を捉え

て首都圏等の都市部在住者をターゲットとした移住関

連情報の発信や移住フェアへの積極的な参加を行い

ました。また、関宿の空き家を活用した移住・交流ワー

クショップ（DOMA プロジェクト）の開催等を行うこと

で、関係人口の確保にもつなげました。 

 

3,182 
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オーダーメイドの福祉「亀山版･重層的支援体制」の確立 

県内をリードする多機関協働による包括的支援体制を、次なるステージへ。総

合相談窓口や専任コーディネイターの設置により、支援を求める方の暮らしに

あうよう、オーダーメイド型の「重層的支援体制」を確立します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■全庁的に展開しているつながるシートを活用した仕組

みと、相談支援包括化推進員(市)とＣＳＷ（社会福祉

協議会）を中心とした支援体制の構築により、重層的

な支援体制を確立し、複雑化・複合化する地域の福祉

課題に対応することができました。 

 

8,417 

 

 

民生･児童委員の見守り活動と CSW との連携強化 

民生･児童委員、福祉委員による見守り活動･声かけ活動を支援し CSW との

連携強化をはかるとともに、「ふれあい･いきいきサロン」の新設を支援します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■市の相談支援包括化推進員とＣＳＷを中心に多機関

協働による包括的な支援体制を構築し、福祉課題の解

決をはかるとともに、仲間づくり、生きがいづくり、ひ

きこもり防止等に向けたサロン活動を支援していま

す。なお、令和６年度においては、８８団体が「ふれあ

い・いきいきサロン」を運営しています。 

 

1,281 
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高齢者の在宅医療･介護予防･フレイル対策の充実 

高齢者の在宅医療･介護･生活支援などの地域包括ケアを充実させるととも

に、フレイル(虚弱)対策として、老人クラブ活動･就労などの生きがいづくりを

支援します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■医療、介護等の多職種連携により在宅医療連携や認

知症患者等への支援、高齢者が気軽に参加できる活

動の場づくりを進めるとともに、令和５年度から保健

事業と介護予防事業を一体的に実施し、医療専門職

が、健康課題を抱える方への訪問指導等の個別支援

（ハイリスクアプローチ）や健康教育・健康相談（ポピュ

レーションアプローチ）等に取り組むことにより、疾病

の重症化やフレイル予防等、高齢者の健康増進につな

げました。 

 

29,597 

 

 

障がい者の自立支援の促進 

障がい者の就労の場の確保、成年後見制度の確立をはかるとともに、専門機

関と連携した障がい児の療育の実施や医療的ケア児に対する広域支援を進め

ます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■障がい者が自立して生活できるよう重層的な相談支

援体制を構築し、就労機会の確保をはかるとともに、

権利擁護にかかる中核機関を設置しました。また、新

たに２名の「みえ発達障がい支援システムアドバイザ

ー」を育成し、保育所等への指導・助言を充実させる

とともに、医療法人社団主体会小山田記念温泉病院

との協定（略称ＫＵＫＳ）等により、発達等に配慮が必

要な児童への支援を向上させました。さらには、医療

的ケアを必要とする障がい児等への支援として、適切

な相談対応及び福祉サービスの提供を行いました。 

 

12,595 
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犯罪被害者等支援条例などの創設 

犯罪被害者等支援条例、はいかい高齢者賠償責任保険制度、自転車損害賠償

責任保険支援制度の「セーフティネット･3 点セット」を創設し、万が一に備えま

す。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■犯罪被害者等支援を総合的かつ計画的に推進するこ

とで、犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復及び

軽減並びに犯罪被害者等の生活の再建に資するとと

もに、犯罪被害者等を支える社会の形成を促進する

ため、令和３年７月に「亀山市犯罪被害者等支援条例」

を施行するとともに、同年９月には「認知症等高齢者

個人賠償責任保険事業」をスタートさせました。また、

同年 １０月には、自転車損害賠償責任保険等への加

入が県条例により義務付けられたことから、同保険の

加入促進に向け、啓発活動に取り組んでいます。 

 

202 

 

 

防犯対策の強化による体感治安の向上へ 

自治会等における防犯カメラ設置にかかる支援、特殊詐欺など被害の未然防

止にむけた亀山警察･鈴鹿亀山消費生活センター･金融機関･コンビニ等との連

携を強化します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■令和６年度から、自治会等による防犯カメラの設置を

支援する「地域防犯カメラ設置支援事業」を開始し、地

域の防犯環境の向上につなげたほか、特殊詐欺等の

未然防止に向け、亀山警察や鈴鹿亀山消費生活センタ

ー等との連携を強化し、注意喚起等の啓発活動を展開

しています。 

 

3,158 
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JR 亀山駅前地区の市街地再開発の推進 

まちの玄関口である JR 亀山駅周辺のにぎわいと魅力を再生し、市の中心的

な都市拠点としての求心力を高めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■平成１８年度より地域住民等と検討を進めてきました

中心的都市拠点であるＪＲ亀山駅周辺の再生につい

て、平成３０年度に設立した「亀山駅周辺２ブロック地

区市街地再開発組合」が施行する市街地再開発事業

に対し継続に支援を行ったことで、公益施設である図

書館、住居（５６戸）、商業施設で構成する複合建築物

「キットテラス亀山」の整備に加え、市の玄関口である

亀山駅前広場の再生、駅と既成市街地をつなぐアクセ

ス道路となる都市計画道路亀山駅前線の整備が一体

的に実施され、駅周辺のにぎわいづくりと活性化、利

便性及び安全性が向上しました。なお、事業の実施に

当たっては、再開発ビルの整備に加え道路等の公共施

設整備を一体的に市街地再開発事業で実施すること

で、国の交付金や補助金を効果的に活用するなど、市

の財政負担額の軽減をはかりました。 

 

298,508 

 

【参考】 

上記のうち 

一般財源額 

35,130 
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新図書館の令和５年開館 

学びの場からつながる場へをコンセプトに、現図書館を市内全域からも訪れ

やすい亀山駅前に移転･整備し、市民の「知る･学ぶ･楽しむ」新拠点をつくりま

す。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■亀山駅周辺整備と合わせて、新図書館を令和５年１月

に開館し、市民の学びと交流を通したまちづくりの新

たな拠点整備を進めました。これらの整備により、多

く人が行き交う亀山駅前へ図書館を移転したことで、

開館後５７０日で、５０万人に来館いただき、大変好評

を得ています。なお、事業の実施に当たっては、亀山

市立地適正化計画と整合をはかり、市街地再開発によ

り整備された再開発ビルへの移転を進め、国の補助金

の活用などにより、市の財政負担の軽減をはかりまし

た。 

 

178,861 

 

【参考】 

上記のうち 

一般財源額 

２4,314 

 

 

地域公共交通「バス･乗りあいタクシー」の利便性向上 

コミュニティバスを利用の学生･高齢者に安価な定期券、デマンド･タクシー

「のりカメさん」に AI 予約システム等を導入し、さらなる利便性に努めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■身近な地域公共交通としてコミュニティ系バス等の継

続運行を行うとともに、関係機関と連携しながら、公

共交通ネットワークの強化及び利便性向上に取り組み

ました。また、令和３年度に市内コミュニティバスの運

賃を見直し、学生及び６５歳以上の高齢者向けの安価

な定期券を導入しました。一方、乗合タクシー「のりか

めさん」については、コロナ禍を経ても、利用者数は増

加傾向にあり、停留所の変更や地域懇談会の開催、制

度周知に向けた出前講座の実施など、利用促進につ

ながる取り組みを進めました。 

 

55,923 
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空き家･空き地の解消とまちなか居住への誘導 

市独自に認定する「管理不全状態の空き家」への改善措置を強化します。市内

外から居住誘導区域へ、若者等の居住･転入を促進させます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■管理不全状態の空き家等に対し、適切な措置を講じ、

管理不全状態の空き家の減少につなげたほか、住宅

取得支援事業補助金や空き家リフォーム支援事業補

助金の交付、空き家情報バンク制度の周知等により、

居住誘導区域内での居住を促進し、既成市街地の活

性化や子育て世帯の定住促進、市街地の空洞化の防

止をはかりました。 

 

2,516 

 

 

防災･減災、強靭化対策の推進 

自主防災組織の育成･住宅の耐震化の促進などを支援するとともに、流域治

水･土砂災害対策など、地域の強靭化を進めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■地域における防災・減災の取組を促進するため、自主

防災組織の結成・活動を支援するとともに、木造住宅

の耐震化や除却、雨水排水機能の向上、ため池の耐震

化等により、自然災害等に対する地域の強じん化をは

かりました。また、令和４年度より河川や雨水排水等を

一体的に管理・整備する部署を新設し、流域治水の取

組を強化しました。特に、木造住宅の耐震化について

は、補強計画、補強工事及び除却工事に対する補助制

度の運用・充実により、住宅の安全性確保を進め、令

和５年度末時点においても、木造住宅の耐震化率は、

９２％と高い状況となっています。 

 

24,383 
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コミュニティセンターの改修、加太駅舎の再生･活用 

合併時に創設した「市民まちづくり基金」「関宿にぎわいづくり基金」の財源運

用を見直し、地域の拠点となるコミュニティセンターの改修や加太駅舎の再生

等に活用、地域活動の支援を強化します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■「市民まちづくり基金」「関宿にぎわいづくり基金」のハ

ード事業への財源充当ができるよう見直しを行うとと

もに、「市民まちづくり基金」を活用し、城東地区コミュ

ニティの活動拠点となる新たなコミュニティセンター

を整備しました。一方、ＪＲ西日本から無償譲渡を受け

たＪＲ加太駅舎を改修し、鉄道の利便性向上をはじめ、

地域活性化拠点や交流の場の創出につなげました。 

 

24,259 

 

 

地域における「ちょこボラ」の体制づくりなどの支援 

ちょとした困りごとに対応する「ちょこっと･ボランテイア」の体制づくりやサロ

ン活動を支援し、住民同士の助けあい･支えあいの風土としくみを確立します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■地域での助け合い・支えあいを促進するため、地域ま

ちづくり協議会に対し、継続的にちょこボラの取組を

働きかけるとともに、地域予算制度の見直しを行い、

ちょこボラを運営している地域まちづくり協議会に対

する財政的支援を行っています。 

 

230 
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「かめやま文化年」の継続と現代版･九々五集の編さん 

本市の文化振興にかかる基本条例の制定、３年毎に開催する「かめやま文化

年」の継続･発展とともに、「現代版･九々五集」の編さんに取り組みます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■令和３年に「亀山市文化芸術基本条例」を制定すると

ともに、令和６年度に「かめやま文化年２０２４」を開催

しています。「かめやま文化年２０２４」では、「まちがに

ぎわい こどもがわらう」をキャッチコピーに、コロナ

禍で減少した、子どもたちが文化芸術活動に参加する

機会の充実や、まちの賑わい・魅力の創出につなげる

ためのイベント・小中学生向けの講座の開催をはじめ、

関宿重要伝統的建造物群保存地区選定４０周年記念

シンポジウム等の関連イベントの実施に取り組んでい

ます。また、平成から令和において目まぐるしく変化

する亀山市の移り変わりを今に暮らす市民や次世代

の市民への継承していくため、「まちの記録」の編さん

作業を進めています。 

 

3,596 

 

 

「歴史的風致維持向上計画」の第２幕、絵になるまちへ 

城下町･宿場町の風致や文化財を活かした歴史まちづくりをさらに進めると

ともに、巡見道･安楽越えや金王道の古道、坂本棚田や鈴鹿峠などの自然景観

を活かした、絵になるまちをめざします。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■令和３年に「亀山市歴史的風致維持向上計画【第２

期】」を策定し、本市の歴史的風致の基軸である東海

道を中心とした街道の環境整備として、関宿内の東海

道の舗装美装化や小公園の整備、文化財等説明看板

の設置等に取り組むとともに、歴史的まちなみ等、地

域の特色を生かした景観形成を促進しました。 

 

25,030 
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個性ある農村集落の活性化･魅力化 

元気で個性的な農村集落に向け、二拠点生活や移住の促進、女性による地域

再生･食プロジェクトやコミュニティビジネスなどを支援します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 
■中山間地域における農業生産活動を支援するととも

に、移住・交流促進アドバイザーと連携した都市部から

地方への移住・二拠点居住の促進に取り組みました。 

 

２０５ 
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DX(デジタル変革)による行財政改革 

終わりなき行財政改革を進めるとともに、デジタル技術の導入(DX/デジタル

トランスフォーメーション)によって、さらに開かれた市政と行政サービスの向

上につなげます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■急速に進展するデジタル技術を積極的に活用し、スマ

ート自治体への転換をはかり、一人ひとりのニーズに

合った「利用者中心の行政サービス」につなげるため、

「亀山市行政ＤＸ推進計画」を策定し、第３次行財政改

革大綱の着実な推進と合わせて、マイナンバーカード

を活用したオンライン手続きの拡充や「書かない窓口」

の導入等による行政サービスのＤＸのほか、デジタル

技術を活用したテレワークの推進や統合型内部情報シ

ステムの更新に合わせた電子手続きの拡充等による

行政経営のＤＸも着実に進めるなど、デジタル技術を

活用した市民サービスの向上や業務の効率化に取り

組みました。 

 

77,079 
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市役所が「働き方改革/ワーク･ライフ･バランス」を率先垂範 

ゆとり社会に向け、地域経済界･労働界との連携協力を進めるとともに、「働

き方改革/ワーク･ライフ･バランス」の実現へ、市役所が率先して推進します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

３ 

■亀山市雇用対策協議会、商工会議所等と連携し、雇用

の維持と確保をはかるとともに、ワーク・ライフ・バラ

ンスの推進に向け、男女が性別に関わらず個性や能力

を発揮でき、すべての人がともに働きやすい職場環境

づくりに取り組む市内企業等を表彰しました。また、市

内の労働団体、関係行政機関等による「亀山市働く環

境づくり懇談会」を毎年開催し、労働環境改善に向け

た意見交換の場を確保しました。さらには、市役所で

は、働き方改革を率先して推進するため、有給休暇の

取得拡大など、労働時間短縮や男性職員の育児休業

の取得促進に取り組みました。 

 

1,894 

 

 

市の重点政策推進のためのタスクフォースの新設 

市の総合計画に掲げる重点政策の実現のため、使命を持った機動チーム(タス

クフォース)を新設し、確実な成果へとつなげます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■行政ＤＸへの対応をはじめ、リニア中央新幹線の整備

促進や健康都市政策の推進、子育て支援体制の強化・

充実、ダイバーシティなど、市の重点施策を推進し、行

政課題を速やかに解決するための組織改革を実施し

ました。また、新型コロナウイルス感染症対策において

は、「亀山市新型コロナウイルス感染症対策支援プロ

ジェクトチーム」を設置し、迅速かつ的確な対応に努め

たほか、第２次総合計画後期基本計画に示した重点プ

ロジェクトを推進するためのプロジェクトチームの設

置や、公共用地の利活用に向けた公共施設跡地等活

用検討委員会の設置等により、組織の機動力向上を

はかりました。 

 

－ 
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新庁舎整備に向けた着実な取り組みへ 

将来を見すえた、次代にふさわしい新庁舎整備の基本計画を立案し、段階的

な取り組みにより具現化をはかります。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■新庁舎整備の基本方針を取りまとめ、「亀山市新庁舎

整備基本計画」を策定するとともに、基本計画で示し

た５箇所の建設候補地について比較検討を行い、「亀

山駅周辺」を新庁舎の建設予定地（エリア）として選定

しました。 

 

907 

 

 

マイナンバーカードの取得率の向上 

現在２０数％である本市のマイナンバーカードの取得率をアップさせ、市民の

利便性の向上と公平公正な社会の実現をめざします。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■令和５年度における証明書等の年間発行部数のうち、

約４分の１を占めるコンビニ交付サービスなど、マイナ

ンバーカードを活用した市民の利便性向上に取り組む

とともに、市内公共施設やショッピングセンターでの

出張受付や個別訪問による申請受付など、取得にか

かる申請・交付機会の拡大に取り組んだ結果、令和６

年１０月末時点のマイナンバーカード交付率は、     

８3.7２%まで向上しました。 

 

10,114 
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医療センターの「PCR 検査･発熱外来」の継続･拡充 

医療センターとして、地域医療の核としての機能と経営健全化の両立を進め

るとともに、県内最速で設置した「PCR 検査･発熱外来」の継続･拡充により、市

民の命と健康を守ります。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■地域医療を担う公立病院として救急体制の維持及び

地域包括ケアシステムの確立に寄与するとともに、新

型コロナウイルス感染症の拡大時においては、発熱外

来やＰＣＲ検査等の診療・検査体制の強化をはじめ、初

期感染者の重症化対策として県内医療機関の外来で

は初となる「抗体カクテル療法」の導入など、感染症対

策に積極的に取り組みました。また、滋賀医科大学と

の共同研究を通じて常勤医師２名を確保し、地域医療

提供体制の充実につなげました。 

 

8,300 

 

 

全市民へのワクチンの集団接種(無料)の実施 

令和３年以降、新型コロナウイルス･ワクチンの実用化を受け、全市民ならびに

医療従事者等へのワクチンの接種を、関係機関の協力を得て円滑に進めます。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

５ 

■新型コロナウイルスワクチン接種室を設置し、亀山医

師会等の関係機関との連携しながら、ワクチン接種体

制を確保し、全市民及び医療従事者へのワクチン接種

を円滑に進めることができました。 

 

66,555 
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「免疫力アップ大作戦」の展開 

コロナ禍にあって、免疫力を落とさない生活習慣を育む視点から、健康体操

や口腔ケアなど「WHO 健康都市/免疫力アップ大作戦」を展開します。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■コロナ禍における健康への意識の高まりを捉え、免疫

力の大切さなどの周知をはかるリーフレットの作製な

ど免疫力アップ大作戦を実施や、農研機構の実施する

機能性弁当実証実験事業との連携を通じて、市民一

人ひとりの健康意識の啓発につながる取り組みを進

めることができました。 

 

922 

 

 

コロナ終息後の「ニューノーマル(新常態)」の構築 

効率･拡大を重視する価値観から、長期の持続性を重視する価値観への転換

へ。アフターコロナを見すえ、亀山スタイルの新常態の構築をめざします。 

 

取組 

結果 
取組内容 

主な関連事業費 

（万円） 

４ 

■後期基本計画の策定に際し、基本構想を変更し、まち

づくりを展開する上で重視する新たな視点の１つとし

て、ポストコロナ時代の「ニューノーマルへの対応」を

位置付けるとともに、コロナ禍等による急激な環境変

化の中においても、本市が将来都市像の実現に向け

たまちづくりを一層推進していくため、後期基本計画

に４つの重点プロジェクトを位置付け、取り組みを着

実に進めています。 

 

－ 
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令和３年度から令和６年度の行財政運営では、マニフェストに掲げた政策推進と財

政健全化の両立に取り組みました。また、長期化した新型コロナウイルス感染症への

総合対策やエネルギー価格・物価高騰への対策など、市民生活・地域経済への支援等

を積極的に進めるとともに、第３次行財政改革大綱（実施計画）に掲げた取組項目を

着実に推進しました。 

これらの取り組みにより、令和５年度決算時点における市の財政指標は、財政力指

数や経常収支比率、実質公債費比率が県内市の中でも上位で、すべての会計を合算し

て算出する連結実質赤字比率などの健全化判断比率も、国が定める基準を下回ってい

ます。 

 

■財政指標 

 

 

 

 

  

４年間の行財政運営について 

0.819
財政力指数 

地方公共団体の財政力を

示すもので、一般財源必要

額に対し、市税等の一般財

源収入額がどの程度確保

されているかを表してい

ます。「１」に近いほど財源

に余裕があり、「１」を超え

ると、普通交付税の不交付

団体になり、標準的な水準

以上の行政を行うことが

できます。 

経常収支比率 

経常的に収入された一般

財源の経常的経費への充

当割合を表しています。

財政構造の弾力性を示す

指標で、比率が低いほど

弾力性が大きく、一般的

には７５％程度が妥当と

考えられ、８０％を超え

ると弾力性を失いつつあ

ると言われています。 

※３箇年平均の数値 

86.8％

（年度） 

県内１４市中 

３位 

県内１４市中 

３位 

（年度） 

（％） 
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■市債及び基金の残高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実質公債費比率 

地方公共団体の借入金(地

方債)返済額の大きさを、そ

の地方公共団体の財政規模

に対する割合として表した

もので、公債費による財政

負担の度合いを判断する指

標です。 

3.0％

※３箇年平均の数値 

市債残高（一般会計） 

市債は、公共施設の建設な

ど、一時的に多くの経費が

必要な場合の借金で、その

残高は、令和５年度末時点

で約１４４億円となってい

ます。将来の財政負担を考

慮し、元利償還に交付税算

入があるものなど、有利な

市債を優先的に借り入れて

います。 

（年度） 

（％） 

県内１４市中 

３位 

（年度） 

（億円） 

市債残高が平成１７年度から約７２億円減少！
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■新型コロナウイルス感染症総合対策及びエネルギー価格・物価高騰対策 

 

 

 

 

 

 

  

令和 3～５年度で実施した対策費 

総事業費：約３５．１億円 

※市民生活、地域経済の支援及び感染症対策等 

今後の財政運営 
 

不安定な国際情勢や社会経済状況の影響等によるエネルギー価格・物価の高騰や急

激な人件費の上昇等の局面の変化が、市の財政運営に大きな影響を及ぼしてきていま

す。そこで、こうした環境変化に即応し、将来を見据えた持続可能な財政運営をはか

るため、令和６年５月に「財政構造改革骨太方針 2024」を策定しました。 

現在、この骨太方針に基づき、抜本的な財政構造の立て直しを進行中であり、引き

続き、市財政の早期回復に向け、積極的に取り組みを進めていく必要があります。 

基金残高 

基金残高は、令和５年度末

時点で、約８０億円となっ

ています。これまで市民ま

ちづくり基金や森林環境

整備基金等の有効活用を

はかるとともに、リニア中

央新幹線整備基金や庁舎

整備基金の計画的な積立

てを行っています。 

約80 億円

（年度） 

（億円） 
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すべては未来のために! 
 

 

すべては未来のために 


